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(57)【要約】
【課題】画素に直流電荷がチャージされることによる残
像の発生を、より高精度に抑制する。
【解決手段】データ線駆動回路（４）は、画素Ｘの階調
値が中間階調値である場合、正極性の映像信号を出力す
る場合は、中間階調値に対応する正極性の階調電圧を補
正した電圧の映像信号を出力し、負極性の映像信号を出
力する場合は、中間階調値に対応する負極性の階調電圧
を補正した電圧の映像信号を出力する。但し、画素Ｘの
階調値が最小階調値である場合、データ線駆動回路（４
）は、正極性の映像信号を出力する場合のみ、最小階調
値に対応する正極性の最小階調電圧を補正した電圧の映
像信号を出力する。ここにおいて、データ線駆動回路（
４）は、正極性の最小階調電圧を補正した電圧の映像信
号の出力を、中間階調値に対応する正極性の階調電圧を
補正した電圧を有する映像信号を出力する場合より大き
い電圧補正量で行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ線と、
　複数の走査線と、
　前記複数のデータ線のうちのいずれかである一のデータ線と前記複数の走査線のうちの
いずれかである一の走査線とに対応する一の画素の、正極性の映像信号又は負極性の映像
信号を、所定の出力周期で選択的に、前記一のデータ線に出力するデータ線駆動回路と、
　前記一の画素の映像信号が出力される場合に、前記一の走査線に走査信号を出力する走
査線駆動回路と、
　を含む液晶表示装置において、
　前記データ線駆動回路は、
　前記一の画素の階調値が、最小階調を表す第１階調値及び最大階調を表す第２階調値、
以外の階調値である中間階調値である場合、正極性の映像信号を出力する場合は、前記一
の画素の階調値に対応する正極性の階調電圧を補正した電圧を有する映像信号を出力し、
負極性の映像信号を出力する場合は、前記一の画素の階調値に対応する負極性の階調電圧
を補正した電圧を有する映像信号を出力し、
　前記データ線駆動回路は、
　前記一の画素の階調値が第１階調値である場合、正極性の映像信号を出力する場合は、
第１階調値に対応する正極性の第１階調電圧を補正した電圧を有する映像信号を出力し、
負極性の映像信号を出力する場合は、第１階調値に対応する負極性の第１階調電圧を有す
る映像信号を出力し、
　前記データ線駆動回路は、
　前記一の画素の階調値が第２階調値である場合、正極性の映像信号を出力する場合は、
第２階調値に対応する正極性の第２階調電圧を有する映像信号を出力し、負極性の映像信
号を出力する場合は、第２階調値に対応する負極性の第２階調電圧を補正した電圧を有す
る映像信号を出力し、
　前記データ線駆動回路は、
　正極性の第１階調電圧を補正した電圧を有する映像信号の出力を、中間階調値に対応す
る正極性の階調電圧を補正した電圧を有する映像信号を出力する場合より大きい電圧補正
量で行い、且つ、負極性の第２階調電圧を補正した電圧を有する映像信号の出力を、中間
階調値に対応する負極性の階調電圧を補正した電圧を有する映像信号を出力する場合より
大きい電圧補正量で行うこと、
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記データ線駆動回路は、
　正極性の第１階調電圧を補正した電圧を有する映像信号の出力と、負極性の第２階調電
圧を補正した電圧を有する映像信号の出力と、における電圧補正量を所定の周期で変化さ
せること、
　を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示装置は、
　前記一の画素の階調値が第１階調値と第２階調値とのいずれかである場合に、前記一の
画素の階調値を複数の補正量候補を含む補正量候補群に基づいて補正し、補正階調値を生
成する生成回路と、
　前記一の画素の階調値が第１階調値と第２階調値とのいずれかである場合に、前記一の
画素の階調値自身と、前記生成回路により生成された補正階調値と、のうちのいずれか一
方を選択的に出力する出力回路と、をさらに含み、
　前記データ線駆動回路は、
　前記一の画素の階調値が第１階調値である場合において、前記一の画素の階調値自身が
前記出力回路から出力された場合、負極性の第１階調電圧を有する映像信号を出力し、補
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正階調値が前記出力回賂から出力された場合、当該補正階調値に対応する正極性の電圧を
有する映像信号を出力し、
　前記データ線駆動回路は、
　前記一の画素の階調値が第２階調値である場合において、前記一の画素の階調値自身が
前記出力回路から出力された場合、正極性の第２階調電圧を有する映像信号を出力し、補
正階調値が前記出力回賂から出力された場合、当該補正階調値に対応する負極性の電圧を
有する映像信号を出力し、
　前記生成回路は、
　前記一の画素の階調値の補正に用いる補正量候補群を前記所定の周期で切り替えること
、
　を特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記補正量候補群に含まれる補正量候補は、それぞれ異なる水平位置と関連づけられ、
　前記生成回賂は、
　前記補正量候補群に含まれる補正量候補と、前記一の画素の水平位置と、各補正量候補
に関連づけられた水平位置と、に基づいて補間演算を行うことにより、補正量を決定する
こと、
　を特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記生成回路は、
　前記一の画素の階調値が第１階調値である場合と、前記一の画素の階調値が第２階調値
である場合と、で異なる補正量候補群に基づいて補正量を決定すること、
　を特徴とする請求項３又は４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記所定の周期は、前記データ線駆動回路の極性反転周期以上の長さであること、
　を特徴とする請求項２乃至５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記データ線駆動回路は、
　正極性の第１階調電圧を補正した電圧を有する映像信号の出力と、負極性の第２階調電
圧を補正した電圧を有する映像信号の出力と、を電圧補正量の平均が前記一の画素の前記
走査線駆動回路からの距離が短いほど大きくなるように行うこと、
　を特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記データ線駆動回路は、
　正極性の第１階調電圧を補正した電圧を有する映像信号の出力と、負極性の第２階調電
圧を補正した電圧を有する映像信号の出力と、を電圧補正量の平均が前記一の画素の前記
走査線駆動回路からの距離を変数とする減少指数関数の関数値に応じた量になるように行
うこと、
　を特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記走査線駆動回路は、
　所定の長さの水平期間、前記一の走査線に走査信号を出力し、
　前記データ線駆動回路は、
　正極性の映像信号を出力する場合、前記水平期間のうちの前記水平期間の終了時期を含
む一部の後段期間、映像信号を出力し、前記水平期間のうちの前記後段期間を除く前段期
間、映像信号より高いあるいは低い電圧を有する信号を出力し、
　負極性の映像信号を出力する場合、前記後段期間、映像信号を出力し、前記前段期間、
映像信号より低いあるいは高い電圧を有する信号を出力すること、
　を特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の液晶表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１９は、一般的な液晶表示装置１００を示す図である。同図に示すように、液晶表示
装置１００には、液晶パネル１０２、データ線駆動回路１０４、及び走査線駆動回路１０
６が主として備えられ、液晶パネルには、拡大図に示すように、垂直方向に伸びるデータ
ラインＤＬと、水平方向に伸びる走査ラインＧＬと、共通電極に跨って形成される共通ラ
インＣＬが形成される。また、拡大図に示すように、データラインＤＬと走査ラインＧＬ
によって囲まれた一つの画素領域には、ＴＦＴトランジスタＴＲと、画素電極、共通電極
が備えられ、更に、ＴＦＴトランジスタＴＲのゲート－ドレイン間の寄生容量Ｃｇｓと、
画素電極－共通電極間の画素容量Ｃｌｃと、補助容量Ｃｓｔを有する。
【０００３】
　走査線駆動回路１０６は、上から順番に走査ラインＧＬを選択し、選択した走査ライン
ＧＬに一水平期間、走査信号を出力する。また、データ線駆動回路１０４は、走査駆動回
路１０６が走査ラインＧＬを選択するごとに、各データラインＤＬに映像信号を出力する
。
【０００４】
　このような液晶表示装置１００では、寄生容量Ｃｇｓの存在により、走査信号の電圧の
立ち下がりに応じて画素電極の電圧が立ち下がるフィールドスルー現象が起きる。図２０
に、フィールドスルー現象を示した。同図に示すように、走査信号の立ち下がりに応じて
画素電極の電圧が「Δ」下がっている。
【０００５】
　そして、このフィールドスルー現象により、液晶表示装置１００において列ライン反転
駆動方式やドット反転駆動方式等のフレーム反転方式が採用されていても、図２１に示す
ように、画素電極の正極性の電圧と、画素電極の負極性の電圧と、の共通電圧Ｖｃに対す
る対称性が崩れることによって、画素に直流電荷がチャージされてしまい、いわゆる残像
（あるいは焼付き）という不具合が発生することがわかっている。
【０００６】
　そこで、下記特許文献１に記載の液晶表示装置では、画素電極の電圧が一方の極性に偏
らないよう、データラインＤＬから出力される映像信号を補正することにより、通常より
高電圧な映像信号を出力するようにしている（図２２参照）。また、下記特許文献１では
、Δが画素の水平位置に応じて変化することも考慮し、画素の水平位置に応じて映像信号
の補正量を調節するようにもしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第２００９／１３３９０６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　例えば、画素の階調値と、映像信号の電圧と、が図２Ａに示す関係を有しているものと
する。この場合、画素の階調値が最小階調（以下、黒階調と呼ぶ）を表す階調値「０」で
ある場合において負極性の映像信号を出力する場合、階調値「０」に対応する負極性の階
調電圧「Ｖ０－」より高電圧の映像信号を出力しようとしても、階調値「０」は最小階調
であるため、データ線駆動回路の構成から、それ以上高い電圧は出力できない。そのため
、画素の階調値が黒階調を表す階調値「０」である場合、正極性の映像信号を出力する場
合しか映像信号の補正を行うことができず、その結果、残像発生を十分に抑制できないと
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いう問題がある。
【０００９】
　また、画素の階調値が最大階調（以下、白階調と呼ぶ）を表す階調値「Ｄｍａｘ」（図
２Ａ参照）である場合において正極性の映像信号を出力する場合、そもそも、データ線駆
動回賂が、階調値「Ｄｍａｘ」に対応する正極性の階調電圧「Ｖｍ＋」より高電圧の信号
を出力できない。そのため、画素の階調値が白階調を表す階調値「Ｄｍａｘ」である場合
、負極性の映像信号を出力する場合しか映像信号の補正を行うことができず、この点から
も残像発生を十分に抑制できないという問題がある。
【００１０】
　本発明の目的は、画素に直流電荷がチャージされることによる残像の発生を、より高精
度に抑制することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために本発明に係る液晶表示装置は、複数のデータ線と、複数の走
査線と、前記複数のデータ線のうちのいずれかである一のデータ線と前記複数の走査線の
うちのいずれかである一の走査線とに対応する一の画素の、正極性の映像信号又は負極性
の映像信号を、所定の出力周期で選択的に、前記一のデータ線に出力するデータ線駆動回
路と、前記一の画素の映像信号が出力される場合に、前記一の走査線に走査信号を出力す
る走査線駆動回路と、を含む液晶表示装置において、前記データ線駆動回路は、前記一の
画素の階調値が、最小階調を表す第１階調値及び最大階調を表す第２階調値、以外の階調
値である中間階調値である場合、正極性の映像信号を出力する場合は、前記一の画素の階
調値に対応する正極性の階調電圧を補正した電圧を有する映像信号を出力し、負極性の映
像信号を出力する場合は、前記一の画素の階調値に対応する負極性の階調電圧を補正した
電圧を有する映像信号を出力し、前記データ線駆動回路は、前記一の画素の階調値が第１
階調値である場合、正極性の映像信号を出力する場合は、第１階調値に対応する正極性の
第１階調電圧を補正した電圧を有する映像信号を出力し、負極性の映像信号を出力する場
合は、第１階調値に対応する負極性の第１階調電圧を有する映像信号を出力し、前記デー
タ線駆動回路は、前記一の画素の階調値が第２階調値である場合、正極性の映像信号を出
力する場合は、第２階調値に対応する正極性の第２階調電圧を有する映像信号を出力し、
負極性の映像信号を出力する場合は、第２階調値に対応する負極性の第２階調電圧を補正
した電圧を有する映像信号を出力し、前記データ線駆動回路は、正極性の第１階調電圧を
補正した電圧を有する映像信号の出力を、中間階調値に対応する正極性の階調電圧を補正
した電圧を有する映像信号を出力する場合より大きい電圧補正量で行い、且つ、負極性の
第２階調電圧を補正した電圧を有する映像信号の出力を、中間階調値に対応する負極性の
階調電圧を補正した電圧を有する映像信号を出力する場合より大きい電圧補正量で行うこ
と、を特徴とする。
【００１２】
　本発明の一態様では、前記データ線駆動回路は、正極性の第１階調電圧を補正した電圧
を有する映像信号の出力と、負極性の第２階調電圧を補正した電圧を有する映像信号の出
力と、における電圧補正量を所定の周期で変化させてよい。
【００１３】
　また、本発明の一態様では、前記液晶表示装置は、前記一の画素の階調値が第１階調値
と第２階調値とのいずれかである場合に、前記一の画素の階調値を複数の補正量候補を含
む補正量候補群に基づいて補正し、補正階調値を生成する生成回路と、前記一の画素の階
調値が第１階調値と第２階調値とのいずれかである場合に、前記一の画素の階調値自身と
、前記生成回路により生成された補正階調値と、のうちのいずれか一方を選択的に出力す
る出力回路と、をさらに含み、前記データ線駆動回路は、前記一の画素の階調値が第１階
調値である場合において、前記一の画素の階調値自身が前記出力回路から出力された場合
、負極性の第１階調電圧を有する映像信号を出力し、補正階調値が前記出力回賂から出力
された場合、当該補正階調値に対応する正極性の電圧を有する映像信号を出力し、前記デ
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ータ線駆動回路は、前記一の画素の階調値が第２階調値である場合において、前記一の画
素の階調値自身が前記出力回路から出力された場合、正極性の第２階調電圧を有する映像
信号を出力し、補正階調値が前記出力回賂から出力された場合、当該補正階調値に対応す
る負極性の電圧を有する映像信号を出力し、前記生成回路は、前記一の画素の階調値の補
正に用いる補正量候補群を前記所定の周期で切り替えてもよい。
【００１４】
　また、本発明の一態様では、前記補正量候補群に含まれる補正量候補は、それぞれ異な
る水平位置と関連づけられ、前記生成回賂は、前記補正量候補群に含まれる補正量候補と
、前記一の画素の水平位置と、各補正量候補に関連づけられた水平位置と、に基づいて補
間演算を行うことにより、補正量を決定してもよい。
【００１５】
　また、本発明の一態様では、前記生成回路は、前記一の画素の階調値が第１階調値であ
る場合と、前記一の画素の階調値が第２階調値である場合と、で異なる補正量候補群に基
づいて補正量を決定してもよい。
【００１６】
　また、本発明の一態様では、前記所定の周期は、前記データ線駆動回路の極性反転周期
以上の長さであってもよい。
【００１７】
　また、本発明の一態様では、前記データ線駆動回路は、正極性の第１階調電圧を補正し
た電圧を有する映像信号の出力と、負極性の第２階調電圧を補正した電圧を有する映像信
号の出力と、を電圧補正量の平均が前記一の画素の前記走査線駆動回路からの距離が短い
ほど大きくなるように行ってよい。
【００１８】
　また、本発明の一態様では、前記データ線駆動回路は、正極性の第１階調電圧を補正し
た電圧を有する映像信号の出力と、負極性の第２階調電圧を補正した電圧を有する映像信
号の出力と、を電圧補正量の平均が前記一の画素の前記走査線駆動回路からの距離を変数
とする減少指数関数の関数値に応じた量になるように行ってもよい。
【００１９】
　また、本発明の一態様では、前記走査線駆動回路は、所定の長さの水平期間、前記一の
走査線に走査信号を出力し、前記データ線駆動回路は、正極性の映像信号を出力する場合
、前記水平期間のうちの前記水平期間の終了時期を含む一部の後段期間、映像信号を出力
し、前記水平期間のうちの前記後段期間を除く前段期間、映像信号より高いあるいは低い
電圧を有する信号を出力し、負極性の映像信号を出力する場合、前記後段期間、映像信号
を出力し、前記前段期間、映像信号より低いあるいは高い電圧を有する信号を出力してよ
い。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置を示す図である。
【図２Ａ】階調値と階調電圧との関係を示す図である。
【図２Ｂ】階調値と階調電圧との関係を示す図である。
【図３Ａ】データ線駆動回路の動作概要について説明するための図である。
【図３Ｂ】データ線駆動回路の動作概要について説明するための図である。
【図４】データ線駆動回路の動作概要について説明するための図である。
【図５】データ線駆動回路の動作概要について説明するための図である。
【図６】データ線駆動回路の動作概要について説明するための図である。
【図７】データ線駆動回路の動作概要について説明するための図である。
【図８】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図９Ａ】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図９Ｂ】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図９Ｃ】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
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【図９Ｄ】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図１０】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図１１】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図１２】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図１３】縦スジ補正回路の動作について説明するための図である。
【図１４】変形例１について説明するための図である。
【図１５】変形例１について説明するための図である。
【図１６】開発経緯について説明するための図である。
【図１７Ａ】開発経緯について説明するための図である。
【図１７Ｂ】開発経緯について説明するための図である。
【図１７Ｃ】開発経緯について説明するための図である。
【図１８Ａ】変形例２について説明するための図である。
【図１８Ｂ】変形例２について説明するための図である。
【図１９】一般的な液晶表示装置を示す図である。
【図２０】フィールドスルー現象を示す図である。
【図２１】画素電極の正極性の電圧と画素電極の負極性の電圧とが共通電圧に対して非対
称になる様子を示す図である。
【図２２】映像信号が補正される様子を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態の例について図面に基づき詳細に説明する。
【００２２】
［液晶表示装置］
　図１は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置２を示す図である。液晶表示装置２は、
液晶パネル９と、液晶パネル９の上部に備えられたデータ線駆動回路４と、液晶パネル９
の左右に備えられた走査線駆動回路６ａ，６ｂと、縦スジ補正回路８と、タイミング制御
回路１０と、を備える。なお、液晶表示装置２は、これらの他にも、参照電圧生成回路（
不図示）、共通電圧生成回路（不図示）、及びバックライト（不図示）等も備えている。
本実施形態の場合、ＩＰＳ(In Plane Switching)方式の液晶パネルを採用しているが、例
えばTN(Twisted Nematic)方式やVA (Vertical Alignment)方式の液晶パネルを採用しても
よい。なお、走査線駆動回路６ａと走査線駆動回路６ｂとを総称して、走査線駆動回路６
と記載する場合がある。
【００２３】
　液晶パネル９には、拡大図に示すように、垂直方向に伸びる複数のデータラインＤＬと
、水平方向に伸びる複数の走査ラインＧＬと、共通電極と、複数の共通電極に跨って形成
される共通ラインＣＬと、データラインＤＬと走査ラインＧＬとに囲まれる複数の画素と
、が備えられる。各共通ラインＣＬには、共通電圧生成回路により共通電圧Ｖｃが供給さ
れる。また、拡大図に示すように、一つの画素には、ＴＦＴトランジスタＴＲと、ＴＦＴ
トランジスタＴＲのゲート－ドレイン間の寄生容量Ｃｇｓと、画素電極－共通電極間の画
素容量Ｃｌｃと、補助容量Ｃｓｔと、が含まれる。画素容量Ｃｌｃは、画素電極と共通電
極とにより構成される。なお、本実施形態の場合、画素配列の方式として、いわゆるスト
ライプ配列が採用されている。
【００２４】
　縦スジ補正回路８には、各画素の階調値を示すビットデータが入力される。
【００２５】
　また、走査線駆動回路６は、タイミング制御回路１０からのタイミング制御信号に従っ
て上から順番に走査ラインＧＬを一水平時間ずつ選択し、選択した走査ラインＧＬに走査
信号を出力する。また、データ線駆動回路４は、タイミング制御信号に従い、走査駆動回
路６が走査ラインＧＬを選択するごとに、各データラインＤＬに映像信号を出力する。
【００２６】
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　すなわち、複数の走査ラインＧＬのうちのいずれかである任意の走査ラインＧＬＸ（例
えば、一番上の走査ラインＧＬ）、及び複数のデータラインＤＬのうちのいずれかである
任意のデータラインＤＬＸ（例えば、一番左のデータラインＤＬ）に着目した場合、走査
線駆動回路６は、タイミング制御信号に従い、フレーム時間間隔で、走査ラインＧＬＸ（
一の走査線）を選択し、走査ラインＧＬＸに一水平時間、走査信号を出力する。また、デ
ータ線駆動回路４は、タイミング制御信号に従い、走査ラインＧＬＸに走査信号が出力さ
れる間、データラインＤＬＸ（一のデータ線）に、走査ラインＧＬＸとデータラインＤＬ
Ｘとが交差する位置にある画素（以下、画素Ｘと記載する）の階調値に応じた映像信号を
出力する。
【００２７】
　なお、走査ラインＧＬの総数と一水平時間との積がフレーム時間である。また、以下、
走査ラインＧＬＸが選択される期間のことを一水平期間と呼ぶ。
【００２８】
　以下、「一水平期間、データラインＤＬＸに出力される映像信号」のことを「画素Ｘの
映像信号」と呼ぶ。
【００２９】
　また、この液晶表示装置２では、フレーム反転方式が採用されており、データ線駆動回
路４から出力される映像信号の極性がフレーム時間間隔で反転される。データ線駆動回路
４は、フレーム時間間隔で、画素Ｘの負極性の映像信号と画素Ｘの正極性の映像信号との
うちのいずれか一方を、データラインＤＬＸに選択的に出力することになる。
【００３０】
　なお、本実施形態の場合、フレーム反転方式のうちの列毎反転駆動方式が採用されてい
る。そのため、データラインＤＬＸから出力される画素Ｘの映像信号の極性と、画素Ｘの
左右の画素の映像信号の極性と、は逆になる。
【００３１】
［階調電圧］
　図２Ａ及び図２Ｂは、データ線駆動回路４に予め設定された、階調値と、階調値に対応
する階調電圧と、の関係を示す図である。本実施形態の場合、階調値と階調値に対応する
階調電圧とは、図２Ａに示す関係を有している。図２Ａによれば、階調値「Ｄ」に対応す
る負極性の階調電圧は「ＶＤ－」となり、階調値「Ｄ」に対応する正極性の階調電圧は「
ＶＤ＋」となる。また、図２Ａによれば、階調値「Ｄ」が最小階調（以下、黒階調）を表
す最小階調値「０」の場合、最小階調値「Ｄ」に対応する負極性の階調電圧「Ｖ０－」及
び正極性の階調電圧「Ｖ０＋」とも「Ｖ０」となる。図２Ａでは、「ＶＤ－」と「ＶＤ＋

」との平均は、必ず「Ｖ０」となる。
【００３２】
　なお、共通電極の電圧である共通電圧Ｖｃ（不図示）は、「ＶＤ＋」と「ＶＤ－」の平
均値であるセンター電圧（この場合、Ｖ０）よりも、およそΔｖだけ低い値（すなわち、
「Ｖ０－Δｖ」）に設定されている。すなわち、「ＶＤ＋－Δｖ」と「ＶＤ－－Δｖ」と
、が共通電圧Ｖｃに対して対称になるように設定されている。ここではΔｖは、後述する
フィールドスルー現象により液晶パネル９の中央の水平方向の位置である中央水平位置に
おいて発生する電圧降下量に設定されている。
【００３３】
　なお、図２Ａに示すように、最大階調（以下、白階調）を表す最大階調値（第２階調値
）「Ｄｍａｘ」以上の値に対応する電圧は、正極性に関しても負極性に関しても設定され
ていない。そのため、本実施形態の場合、データ線駆動回路４は、最大階調値「Ｄｍａｘ
」に対応する正極性の電圧「Ｖｍ＋」より高い電圧を出力することも、最大階調値「Ｄｍ
ａｘ」に対応する負極性の電圧「Ｖｍ－」より低い電圧を出力することもできない。
【００３４】
　なお、階調電圧「Ｖ０－」と階調電圧「Ｖ０＋」とが同電圧である必要はない。階調値
と、階調値に対応する階調電圧と、は例えば図２Ｂに示す関係を有していてもよい。
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【００３５】
［データ線駆動回路の動作概要］
　以下、データ線駆動回路４の動作概要につき、図３Ａ乃至図７を参照しながら、画素Ｘ
の映像信号の出力を例に取り上げて説明する。なお、以下、画素Ｘの画素電極の電圧のこ
とを「画素Ｘの電圧」と呼ぶ。
【００３６】
　液晶表示装置２では、寄生容量Ｃｇｓの存在により、走査ラインＧＬＸに出力される走
査信号の立ち下がりに応じて画素Ｘの画素電極の電圧が立ち下がるフィールドスルー現象
が起きる。そのため、データ線駆動回路４が画素Ｘの階調値に対応する階調電圧「ＶＤ＋

（ＶＤ－）」を画素Ｘの映像信号としてデータラインＤＬＸから出力するようにすると、
画素Ｘの電圧が映像信号「ＶＤ＋（ＶＤ－）」より「ΔＶ」（ΔＶ≧Δｖ）だけ下がって
しまう。そのため、図３Ａに示すように、画素Ｘの正極性の電圧「ＶＤ＋－ΔＶ」と、画
素Ｘの負極性の電圧「ＶＤ－－ΔＶ」と、の共通電圧Ｖｃに対する対称性が崩れ、画素Ｘ
に直流電荷がチャージされてしまう。その結果、残像が発生してしまう。
【００３７】
　そこで、この液晶表示装置２では、データ線駆動回路４が、図３Ｂに示すように、画素
Ｘの映像信号をデータラインＤＬＸに出力する場合、正極性の映像信号を出力する場合は
、画素Ｘの階調値に対応する正極性の階調電圧「ＶＤ＋」を補正した電圧「ＶＤ＋＋ΔＶ
－Δｖ」を有する正極性の映像信号を出力し、且つ、負極性の映像信号を出力する場合は
、画素Ｘの階調値に対応する負極性の階調電圧「ＶＤ－」を補正した電圧「ＶＤ－＋ΔＶ
－Δｖ」を有する負極性の映像信号を出力するようになっている。その結果、図３Ｂに示
すように、画素Ｘの正極性の電圧「ＶＤ＋＋ΔＶ－Δｖ－ΔＶ」（すなわち、ＶＤ＋－Δ
ｖ）と、画素Ｘの負極性の電圧「ＶＤ－＋ΔＶ－Δｖ－ΔＶ」（すなわち、ＶＤ－－Δｖ
）と、の共通電圧Ｖｃ（すなわち、「Ｖ０－Δｖ」）に対する対称性が維持されるように
なっている。
【００３８】
　但し、画素Ｘの負極性の映像信号を出力する場合において画素Ｘの階調値が最小階調値
「０」の場合、最小階調値「０」を減少させることができないので、最小階調値「０」を
減少させることによる「Ｖ０＋ΔＶ－Δｖ」の出力は不可能である。
【００３９】
　そこで、この液晶表示装置２では、データ線駆動回路４が、図４に示すように、画素Ｘ
の階調値が最小階調値「０」の場合、画素Ｘの負極性の映像信号を出力する場合は、最小
階調値「０」に対応する負極性の階調電圧「Ｖ０」を有する映像信号を出力し、画素Ｘの
正極性の映像信号を出力する場合は、「Ｖ０」を電圧補正量「ΔＶ－Δｖ」より大きい電
圧補正量ΔＶｘで補正した電圧「Ｖ０＋ΔＶｘ」を有する映像信号を出力するようになっ
ている。ここでは、ΔＶｘは「ΔＶ－Δｖ」の２倍の電圧量であるものとする。そのため
、画素Ｘの階調値が最小階調値「０」であっても、画素Ｘの正極性の電圧「Ｖ０＋ΔＶ－
２×Δｖ」と、画素Ｘの負極性の電圧「Ｖ０－ΔＶ」と、の共通電圧Ｖｃに対する対称性
が維持されるようになっている。
【００４０】
　また、この液晶表示装置２では、データ線駆動回路４は、図５に示すように、画素Ｘの
階調値が最大階調値「Ｄｍａｘ」である場合、画素Ｘの正極性の映像信号を出力する場合
は、最大階調値「Ｄｍａｘ」に対応する正極性の階調電圧「Ｖｍ＋」（図２Ａ参照）を出
力し、画素Ｘの負極性の映像信号を出力する場合は、最大階調値「Ｄｍａｘ」に対応する
負極性の階調電圧「Ｖｍ－」を「ΔＶ－Δｖ」より大きい電圧補正量「ΔＶｘ」で補正し
た電圧「Ｖｍ－＋ΔＶｘ」を有する映像信号を出力するようにもなっている。そのため、
画素Ｘの階調値が最大階調値「Ｄｍａｘ」であっても、画素Ｘの正極性の電圧「Ｖｍ＋－
ΔＶ」と、共通電圧画素Ｘの負極性の電圧「Ｖｍ－＋ΔＶ－２×Δｖ」と、の共通電圧Ｖ
ｃに対する対称性が維持されるようにもなっている。
【００４１】
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　また、フィールドスルー現象による電圧降下量ΔＶは、画素Ｘの走査線駆動回路６ａか
らの距離Ｒ１に応じて変化する。すなわち、電圧降下量ΔＶは、距離Ｒ１が短いほど大き
くなる。また、電圧降下量ΔＶは、画素Ｘの走査線駆動回路６ｂからの距離Ｒ２によって
も変化する。すなわち、電圧降下量ΔＶは、距離Ｒ２が短いほど大きくなる。具体的には
、電圧降下量Ｖは、距離Ｒ１を変数とする関数ｆの関数値ｆ（Ｒ１）で近似されるように
なっている。
【００４２】
　より詳細には、Ｒ１が走査線駆動回路６ａからの上記中央水平位置からの距離Ｗ以下で
ある場合は、関数Ｆが距離Ｒ１を変数とする下記の減少指数関数ｆ１（Ｒ１）の関数値で
近似されるようになっている。
【００４３】
　ｆ１＝Δｖ＋Ｂ×ｅｘｐ（－Ｒ１/Ｃ）
【００４４】
　ここで、「Ｂ」，「Ｃ」は、液晶パネル９の特性によって決まる定数であり、「Ｂ」は
いわゆる飛び込み電圧に基づく定数、「Ｃ」は走査線の配線遅延に基づく定数である。ま
た、走査線駆動回路６ａと走査線駆動回路６ｂとの間の距離は２×Ｗである。なお、Ｒ１
が距離Ｗである場合、ｆ１（Ｒ１）はΔｖになる。
【００４５】
　また、Ｒ１が距離Ｗより長い場合は、関数Ｆが距離Ｒ１を変数とする下記の指数関数ｆ
２の関数値ｆ２（Ｒ１）で近似されるようになっている。
【００４６】
　ｆ２＝Δｖ＋Ｂ×ｅｘｐ（－（（２×Ｗ－Ｒ１）/Ｃ））
【００４７】
　なお、「２×Ｗ－Ｒ１」がＲ２に相当する。
【００４８】
　このように、電圧降下量ΔＶは、関数ｆの関数値ｆ（Ｒ１）で近似されるようになって
いる。そこで、この液晶表示装置２では、データ線駆動回路４が、画素Ｘが最大階調値及
び最小階調値以外の階調値（以下、中間階調値と呼ぶ）である場合における画素Ｘの正極
性の映像信号「ＶＤ＋＋ΔＶ－Δｖ」の出力と、画素Ｘが中間階調値である場合における
画素Ｘの負極性の映像信号「ＶＤ－＋ΔＶ－Δｖ」の出力と、を電圧補正量「ΔＶ－Δｖ
」が理想的な電圧補正量「ｆ（Ｒ１）－Δｖ」となるよう行うようになっている。
【００４９】
　また、この液晶表示装置２では、データ線駆動回路４が、画素Ｘが最小階調値「０」で
ある場合における画素Ｘの正極性の映像信号「Ｖ０＋ΔＶｘ」の出力と、画素Ｘが最大階
調値「Ｄｍａｘ」である場合における画素Ｘの負極性の映像信号「Ｖｍ－＋ΔＶｘ」の出
力と、を電圧補正量「ΔＶｘ」が理想的な電圧補正量「２×（ｆ（Ｒ１）－Δｖ）」にな
るよう行うようになっている。図６の曲線は、理想的な電圧補正量「２×（ｆ（Ｒ１）－
Δｖ）」を示している。
【００５０】
　なお、本実施形態の場合、後述するように、データ線駆動回路４は、画素Ｘの正極性の
映像信号「Ｖ０＋ΔＶｘ」の出力と、画素Ｘの負極性の映像信号「Ｖｍ－＋ΔＶｘ」の出
力と、における電圧補正量「ΔＶｘ」を、所定の切替時間間隔で変化させる。そのため、
本実施形態の場合、データ線駆動回路４は、電圧補正量「ΔＶｘ」の平均が「２×（ｆ（
Ｒ１）－Δｖ）」になるよう、映像信号「Ｖ０＋ΔＶｘ」の出力及び映像信号「Ｖｍ－＋
ΔＶｘ」の出力を行うこととなる。
【００５１】
　以上のようにデータ線駆動回路４が動作するため、この液晶表示装置２では、画素Ｘの
階調値が最大階調値又は最小階調値であっても、図７に示すように、画素Ｘの正極性の電
圧と、画素Ｘの負極性の電圧と、の共通電圧Ｖｃに対する対称性が画素Ｘの水平方向の位
置（以下、水平位置と呼ぶ）によらず維持されるようになる。その結果、画素Ｘに直流電
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荷がチャージされ難くなり、残像発生がより高精度に抑制されることになる。
【００５２】
［縦スジ補正回路］
　以上のようにデータ線駆動回路４を動作させるための縦スジ補正回路８の動作について
、図８乃至図１３を参照しながら説明する。
【００５３】
　図８は、縦スジ補正回路８の構成を示す図である。同図に示すように、縦スジ補正回路
８は、図９Ａ乃至図９Ｄに示す正極用の８つのルックアップテーブルＰ１～Ｐ８と、負極
用の８つのルックアップテーブルＮ１～Ｎ８（不図示）と、正極補正回路及び負極補正回
路からなる補正回路１２ａと、加算回路１２ｂと、減算回路１２ｃと、スイッチ１２ｄと
、タイマー１２ｅと、極性カウンタ１２ｆと、を含む。また、これらの他にも図示しない
水平カウンタなども含まれる。
【００５４】
　以下、ルックアップテーブルＰ１～Ｐ８を総称して、ルックアップテーブルＰと記載し
、ルックアップテーブルＮ１～Ｎ８を総称してルックアップテーブルＮと記載する場合が
ある。
【００５５】
　ルックアップテーブルＰは、液晶パネル９内の全水平位置のうちから選択された複数の
代表水平位置の各々と階調補正量候補とを対応付けてなるテーブルとして構成される（図
９Ａ乃至図９Ｄ参照）。ルックアップテーブルＰは予め記憶される。本実施形態の場合、
５つの代表水平位置の各々と階調補正量候補とが対応付けられている。図９Ａがルックア
ップテーブルＰ１及びＰ８を示し、図９ＢがルックアップテーブルＰ２及びＰ７を示し、
図９ＣがルックアップテーブルＰ３及びＰ６を示し、図９ＤがルックアップテーブルＰ４
及びＰ７を示している。代表水平位置を表す数値は、走査線駆動回路６からの距離を示し
ている。また、括弧内の数値は、階調補正量候補に対応する電圧補正量を示している。
【００５６】
　各ルックアップテーブルＰに設定された階調補正量候補は、代表水平位置における理想
的な電圧補正量（すなわち、２×（ｆ（Ｒ１）－Δｖ））を考慮して設定されている。例
えば、各ルックアップテーブルＰの代表水平位置「０」に設定された階調値補正量候補の
平均である「４．７５」に対応する電圧補正量「５１９ｍＶ」は、水平位置「０」の理想
的な電圧補正量「５２６ｍＶ」（図６参照）に近い値となっている。
【００５７】
　また、ルックアップテーブルＮも、ルックアップテーブルＰと同様に、上記５つの代表
水平位置の各々と階調補正量候補とを対応付けてなるテーブルとして構成される。ルック
アップテーブルＮもルックアップテーブルＰと同様予め記憶され、各ルックアップテーブ
ルＰに設定された階調補正量候補も、上述した理想的な電圧補正量を考慮して設定されて
いる。但し、ルックアップテーブルＮの記憶内容は、ルックアップテーブルＰの記憶内容
とは異なる。
【００５８】
　なお、縦スジ補正回路８には、負極用の中間階調用ルックアップテーブル（不図示）と
正極用の中間階調用ルックアップテーブル（不図示）とが、一つずつ備えれている。どち
らの中間階調用ルックアップテーブルも、上記５つの代表水平位置の各々と階調補正量候
補とを対応付けてなるテーブルとして構成される。各中間階調用ルックアップテーブルに
設定された階調補正量候補も、代表水平位置における理想的な電圧補正量（すなわち、ｆ
（Ｒ１）－Δｖ）を考慮して設定されている。
【００５９】
　極性カウンタ１２ｆは、同期信号に従って、各画素の極性を示す極性信号を、補正回路
１２ａ、スイッチ１２ｄ、及びデータ線駆動回路４に出力する。
【００６０】
　スイッチ１２ｄは、極性信号により示される極性が正極性である場合、加算回路１２ｂ
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から出力されるデータをデータ線駆動回路４に出力し、極性信号により示される極性が負
極性である場合、減算回路１２ｃから出力されるデータをデータ線駆動回路４に出力する
。
【００６１】
　以下、縦スジ補正回路８に階調値が入力された場合における、補正回路１２ａ、加算回
路１２ｂ、及び減算回路１２ｃの動作について説明する。ここでは、縦スジ補正回路８に
画素Ｘの階調値が入力された場合を例に取り上げる。
【００６２】
［ケース１］
　まず、画素Ｘの階調値「Ｄ」が中間階調値である場合（以下、ケース１）における、補
正回路１２ａ、加算回路１２ｂ、及び減算回路１２ｃの動作について説明する。
【００６３】
　ケース１では、補正回路１２ａ及び加算回路１２ｂは、正極用の中間階調用ルックアッ
プテーブルのうちの２つの階調補正量候補に基づいて、階調値「Ｄ」を補正し、補正階調
値「Ｄ＋Δｄ」を生成する。
【００６４】
　すなわち、正極補正回路が、正極用の中間階調用ルックアップテーブルのうちの２つの
階調補正量候補に基づいて階調補正量「Δｄ」を決定する。例えば、画素Ｘの水平位置が
「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれかである場合、
画素Ｘの水平位置に対応する階調補正量候補を階調補正量「Δｄ」として決定する。また
、例えば、画素Ｘの水平位置が「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４
８０」のいずれでもない場合、画素Ｘの水平位置と、画素Ｘより右側の代表水平位置のう
ちで画素Ｘに最も近い代表水平位置と、画素Ｘより左側の代表水平位置のうちで画素Ｘに
最も近い代表水平位置と、これら２つの代表水平位置に対応付けられた階調補正量候補と
、に基づいて補間演算を行うことによって、階調補正量「Δｄ」を決定する。
【００６５】
　そして、加算回路１２ｂが、階調値「Ｄ」に階調補正量「Δｄ」を加算することにより
、補正階調値「Ｄ＋Δｄ」を生成する。
【００６６】
　また、ケース１では、補正回路１２ａ及び減算回路１２ｃは、負極用の中間階調用ルッ
クアップテーブルのうちの２つの階調補正量候補に基づいて、階調値「Ｄ」を補正し、補
正階調値「Ｄ－Δｄ」を生成する。
【００６７】
　すなわち、負極補正回路が、正極用の中間階調用ルックアップテーブルを用いる場合と
同様にして、負極用の中間階調用ルックアップテーブルのうちの２つの階調補正量候補に
基づいて階調補正量「Δｄ」を決定する。
【００６８】
　そして、減算回路１２ｃが、階調値「Ｄ」から階調補正量「Δｄ」を減算することによ
り、補正階調値「Ｄ－Δｄ」を生成する。
【００６９】
　その結果、ケース１では、極性信号により示される画素Ｘの極性が正極性である場合に
、補正階調値「Ｄ＋Δｄ」がスイッチ１２ｄから出力され、タイミング制御回路１０を経
てデータ線駆動回路４に入力される。また、極性信号により示される画素Ｘの極性が負極
性である場合に、補正階調値「Ｄ－Δｄ」がスイッチ１２ｄから出力され、タイミング制
御回路１０を経てデータ線駆動回路４に入力される。
【００７０】
　そのため、極性信号により示される画素Ｘの極性が正極性である場合、データ線駆動回
路６が、補正階調値「Ｄ＋Δｄ」に対応する正極性の階調電圧を画素Ｘの映像信号として
出力することとなる。また、極性信号により示される画素Ｘの極性が負極性である場合、
データ線駆動回路６が、補正階調値「Ｄ－Δｄ」に対応する負極性の階調電圧を画素Ｘの
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映像信号として出力することとなる。
【００７１】
［ケース２］
　次に、画素Ｘの階調値「Ｄ」が最小階調値「０」である場合（以下、ケース２）におけ
る、補正回路１２ａ、加算回路１２ｂ、及び減算回路１２ｃの動作について説明する。
【００７２】
　ケース２では、補正回路１２ａ及び加算回路１２ｂは、８つのルックアップテーブルＰ
のうちのいずれかである参照用ルックアップテーブルＰＸのうちの２つの階調補正量候補
に基づいて、階調値「Ｄ」を補正し、補正階調値「Ｄ＋ΔＤ」を生成する。
【００７３】
　すなわち、正極補正回路が、タイマー１２ｅからの信号に基づいて参照用ルックアップ
テーブルＰＸを上記切替時間間隔でルックアップテーブルＰ１～Ｐ８の順に切り替えなが
ら、参照用ルックアップテーブルＰＸのうちの２つの階調補正量候補に基づいて階調補正
量「ΔＤ」を決定する。例えば、画素Ｘの水平位置が「０」、「１２０」、「２４０」、
「３６０」、及び「４８０」のいずれかである場合、画素Ｘの水平位置に対応付けられた
階調補正量候補を階調補正量「ΔＤ」として決定する。また、例えば、画素Ｘの水平位置
が「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれでもない場合
、画素Ｘの水平位置と、画素Ｘより右側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最も近い代表水
平位置と、画素Ｘより左側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最も近い代表水平位置と、こ
れら２つの代表水平位置に対応付けられた階調補正量候補と、に基づいて補間演算を行う
ことによって、階調補正量「ΔＤ」を決定する。
【００７４】
　そして、加算回路１２ｂが、階調値「Ｄ」に階調補正量「ΔＤ」を加算することにより
、補正階調値「Ｄ＋ΔＤ」を生成する。
【００７５】
　一方、ケース２では、補正回路１２ａ及び減算回路１２ｃは、階調値「Ｄ」の補正を行
わない。
【００７６】
　その結果、ケース２では、極性信号により示される画素Ｘの極性が正極性である場合に
、補正階調値「Ｄ＋ΔＤ」、すなわち補正階調値「ΔＤ」がスイッチ１２ｄから出力され
、極性信号により示される画素Ｘの極性が負極性である場合に、階調値「Ｄ」すなわち、
階調値「０」自身がスイッチ１２ｄから出力される。
【００７７】
　そのため、極性信号により示される画素Ｘの極性が正極性である場合、データ線駆動回
路６が、補正階調値「Ｄ＋ΔＤ」に対応する正極性の階調電圧「Ｖ０＋ΔＶｘ」を画素Ｘ
の映像信号として出力することとなる。また、極性信号により示される画素Ｘの極性が負
極性である場合、データ線駆動回路６が、階調値「Ｄ」自身に対応する負極性の階調電圧
「Ｖ０」を画素Ｘの映像信号として出力することとなる。
【００７８】
［ケース３］
　次に、画素Ｘの階調値「Ｄ」が最大階調値「Ｄｍａｘ」である場合（以下、ケース３）
における、補正回路１２ａ、加算回路１２ｂ、及び減算回路１２ｃの動作について説明す
る。
【００７９】
　ケース３では、ケース２と異なり、補正回路１２ａ及び加算回路１２ｃは、階調値「Ｄ
」の補正を行わない。
【００８０】
　しかし、ケース３では、補正回路１２ａ及び減算回路１２ｃが、８つのルックアップテ
ーブルＮのうちのいずれかである参照用ルックアップテーブルＮＸのうちの２つの階調補
正量候補に基づいて、階調値「Ｄ」を補正し、補正階調値「Ｄ－ΔＤ」を生成する。
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【００８１】
　すなわち、負極補正回路が、タイマー１２ｅからの信号に基づいて参照用ルックアップ
テーブルＮＸを上記切替時間間隔でルックアップテーブルＮ１～Ｎ８の順に切り替えなが
ら、参照用ルックアップテーブルＰＸのうちの２つの階調補正量候補に基づいて階調補正
量「ΔＤ」を決定する。例えば、画素Ｘの水平位置が「０」、「１２０」、「２４０」、
「３６０」、及び「４８０」のいずれかである場合、画素Ｘの水平位置に対応付けられた
階調補正量候補を階調補正量「ΔＤ」として決定する。また、例えば、画素Ｘの水平位置
が「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれでもない場合
、画素Ｘの水平位置と、画素Ｘより右側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最も近い代表水
平位置と、画素Ｘより左側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最も近い代表水平位置と、こ
れら２つの代表水平位置に対応付けられた階調補正量候補と、に基づいて補間演算を行う
ことによって、階調補正量「ΔＤ」を決定する。
【００８２】
　そして、減算回路１２ｃが、階調値「Ｄ」から階調補正量「ΔＤ」を減算することによ
り、補正階調値「Ｄ－ΔＤ」を生成する。
【００８３】
　その結果、ケース３では、極性信号により示される画素Ｘの極性が負極性である場合に
、補正階調値「Ｄ－ΔＤ」、すなわち、補正階調値「Ｄｍａｘ－ΔＤ」がスイッチ１２ｄ
から出力され、極性信号により示される画素Ｘの極性が正極性である場合に、階調値「Ｄ
」、すなわち、階調値「Ｄｍａｘ」自身がスイッチ１２ｄから出力される。
【００８４】
　そのため、極性信号により示される画素Ｘの極性が負極性である場合、データ線駆動回
路６が、補正階調値「Ｄ－ΔＤ」に対応する負極性の階調電圧「Ｖｍ－＋ΔＶｘ」を画素
Ｘの映像信号として出力することとなる。また、極性信号により示される画素Ｘの極性が
正極性である場合、データ線駆動回路６が、階調値「Ｄ」自身に対応する正極性の階調電
圧「Ｖｍ＋」を画素Ｘの映像信号として出力することとなる。
【００８５】
　なお、上記切替時間は、データ線駆動回路４の極性反転周期より長いことが望ましい。
なお、本実施形態の場合、データ線駆動回路４の極性反転周期は、フレーム時間の２倍で
ある。
【００８６】
　ところで、ルックアップテーブルＰ及びルックアップテーブルＮを一つずつ用意しても
よいようにも思われる。すなわち、ケース２において、液晶パネル９内の全部の水平位置
の各々と階調補正量候補とを対応付けてなる１つのルックアップテーブルＰを参照ルック
アップテーブルＰＸとして用い、且つ、ケース３において、液晶パネル９内の全部の水平
位置の各々と階調補正量候補とを対応付けてなる１つのルックアップテーブルＮを参照ル
ックアップテーブルＮＸとして用いるようにしてもよいように思われる。
【００８７】
　しかしながら、この場合、全部の水平位置について階調補正量候補が記憶されることと
なるため、データ量が増大してしまう。この点、この液晶表示装置２では、上述のような
１つのルックアップテーブルＰ及び上述のような１つのルックアップテーブルＮを用いる
場合よりもデータ量が抑制されるようになる。
【００８８】
　また、ケース２において、図１０に示すようなルックアップテーブルＰだけを参照ルッ
クアップテーブルＰＸとして用い、ケース１と同様に補間演算を行うことよって、階調補
正量ΔＤを決定してもよいように思われる。また、ケース３において、一つのルックアッ
プテーブルＮ（例えば、ルックアップテーブルＮ１）だけを参照ルックアップテーブルＮ
Ｘとして用い、ケース１と同様に補間演算を行うことによって、階調補正量ΔＤを決定し
てもよいように思われる。
【００８９】
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　しかしながら、この場合、電圧補正量ΔＶｘを、理想的な電圧補正量に近づけることが
困難であるという問題がある。以下、この点について説明する。
【００９０】
　上述のように、ΔｄやΔＤは、補間演算によって決定される。そのため、ΔｄやΔＤは
、画素Ｘの水平位置に応じて線形的に変化する。そのため、Δｄの単位変化量（すなわち
、「１」）に対する階調電圧の変化量が大きければ、画素Ｘの水平位置の単位変化量（す
なわち、「１」）に対する階調電圧の変化量は大きくなり、Δｄの単位変化量に対する階
調電圧の変化量が小さければ、画素Ｘの水平位置の単位変化量に対する階調電圧の変化量
は小さくなる。また、ΔＤの単位変化量に対する階調電圧の変化量が大きければ、画素Ｘ
の水平位置の単位変化量に対する階調電圧の変化量は大きくなり、ΔＤの単位変化量に対
する階調電圧の変化量が小さければ、画素Ｘの水平位置の単位変化量に対する階調電圧の
変化量は小さくなる。
【００９１】
　この点、図１１の右下に示すように、中間階調値付近では、階調値の単位変化量に対す
る階調電圧の変化量が比較的小さい。そのため、画素Ｘの水平位置の単位変化量に対する
階調電圧の変化量も比較的小さくなる。従って、図１２の中央の図に示すように、どの水
平位置においても、Δｄに対応する電圧補正量が理想の電圧補正量に近い値になり易い。
なお、図１２の中央の図に示す折れ線は、Δｄに対応する電圧補正量を示し、曲線は、理
想的な電圧補正量を示している。
【００９２】
　一方、図１１の左下に示すように、黒階調付近では、階調値の単位変化量に対する階調
電圧の変化量が大きい。そのため、画素Ｘの水平位置の単位変化量に対する階調電圧の変
化量も大きくなる。従って、図１２の下の図に示すように、場所によって、ΔＤに対応す
る電圧補正量が理想の電圧補正量とはほど遠い値になる。白階調付近についても同様であ
る。図１２の下の図に示す折れ線は、ΔＤに対応する電圧補正量を示し、曲線は、理想的
な電圧補正量を示している。
【００９３】
　そのため、黒階調又は白階調付近では、画素Ｘの場所によっては、電圧補正量ΔＶｘを
、理想的な電圧補正量に近づけることが困難になる。
【００９４】
　この点、この液晶表示装置２では、参照用ルックアップテーブルＰ及び参照用ルックア
ップテーブルＮが切り替えられるようになっているので、図１３に示すように、どの水平
位置においても、電圧補正量ΔＶｘの平均を、理想的な電圧補正量、すなわち図１３に示
す曲線に近づけることができる。その結果として、残像発生をより高精度に抑制すること
ができる。
【００９５】
　なお、本発明の実施形態は上記実施形態だけに限らない。
【００９６】
　例えば、上記実施形態では、画素Ｘの階調値「Ｄ」を補正することによって、画素Ｘの
映像信号を補正するようにしているが、画素Ｘの映像信号に電圧を加算したり画素Ｘの映
像信号から電圧を減算したりすることによって、画素Ｘの映像信号を補正するようにして
もよい。
【００９７】
　また、走査線駆動回路６ａと走査線駆動回路６ｂとのうちの一方だけが液晶表示装置２
に備えられてもよい。
【００９８】
［変形例１］
　ところで、リフレッシュレートが高い場合、例えばリフレッシュレートが２４０Ｈｚで
ある場合、一水平期間が短くなるため、一水平期間内に期待するところの電荷量が画素Ｘ
にチャージされなくなる場合がある。その結果、一水平期間の間に画素Ｘの電圧を期待す
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るところの電圧まで上昇又は下降させることができなくなり、却って画質が劣化するとい
う問題がある。
【００９９】
　そこで、プリチャージと呼ばれる技術を採用するようにしてもよい。すなわち、データ
線駆動回路４が、画素Ｘの正極性の映像信号を出力する場合、一水平期間のうちの後半期
間では、映像信号を出力し、一水平期間のうちの前半期間では、映像信号より高電圧或い
は低電圧の補正映像信号を出力するようにしてもよい。すなわち、データ線駆動回路４が
、後半期間では、縦スジ補正回路８から出力される階調値「Ｘ」に対応する正極性の階調
電圧を出力し、前半期間では、当該階調電圧より高電圧或いは低電圧の信号を出力するよ
うにしてよい。なお、階調値「Ｘ」とは、画素Ｘの階調値「Ｄ」が入力された場合に縦ス
ジ補正回路８から出力される階調値のことである。
【０１００】
　また、データ線駆動回路４が、画素Ｘの負極性の映像信号を出力する場合、上記後半期
間では、映像信号を出力し、上記前半期間では、映像信号より低電圧或いは高電圧の補正
映像信号を出力するようにしてもよい。すなわち、データ線駆動回路４が、上記後半期間
では、縦スジ補正回路８から出力される階調値「Ｘ」に対応する負極性の階調電圧を出力
し、前半期間では、当該階調電圧より低電圧或いは高電圧の信号を出力するようにしてよ
い。
【０１０１】
　以下、この態様（変形例１）を説明するための図１４及び図１５を参照しながら、変形
例１について説明する。
【０１０２】
　図１４は、変形例１における液晶表示装置２の構成を示す図である。同図に示すように
、変形例１では、データ線駆動回路４を上記のようにして動作させるためにプリチャージ
回路１１が追加されている。図１５に、プリチャージ回路１１の構成を示した。
【０１０３】
　階調値「Ｘ」が入力された場合におけるプリチャージ回路１１の動作について説明する
。なお、画素Ｘの階調値「Ｄ」が中間階調値であるとき、階調値「Ｘ」は「Ｄ＋Δｄ」又
は「Ｄ－Δｄ」となり、画素Ｘの階調値「Ｄ」が最小階調値「０」であるとき、階調値「
Ｘ」は「ΔＤ」又は「０」となり、画素Ｘの階調値「Ｄ」が最大階調値「Ｄｍａｘ」であ
るとき、階調値「Ｘ」は「Ｄｍａｘ」又は「Ｄｍａｘ－ΔＤ」となる。
【０１０４】
　補正量算出回路１４ｆは、ラインメモリ１４ｅに格納される画素Ｘの一つ上の画素Ｙの
階調値「Ｙ」と、階調値「Ｘ」と、に基づいて、プリチャージ量ΔＸを算出する。例えば
、補正量算出回路１４ｆは、階調値「Ｙ」と階調値「Ｘ」とを比較し、階調値「Ｙ」と階
調値「Ｘ」との差に応じたプリチャージ量ΔＸを算出する。
【０１０５】
　そして、加算回路１４ｄが、プリチャージ量ΔＸに基づいて、プリチャージ階調値「Ｘ
＋ΔＸ」又は「Ｘ－ΔＸ」を生成する。すなわち、階調値「Ｘ」が階調値「Ｙ」以上であ
る場合、プリチャージ階調値「Ｘ＋ΔＸ」を生成し、「階調値Ｘ」が階調値「Ｙ」より小
さい場合、プリチャージ階調値「Ｘ－ΔＸ」を生成する。
【０１０６】
　倍速化回路１４ｃには、このプリチャージ階調値が入力される。倍速化回路１４ｃは、
倍速化処理を行ってこのプリチャージ階調値をスイッチ１４ｇに出力する。
【０１０７】
　一方、倍速化回路１４ｂには、プリチャージ階調値ではなく、階調値「Ｘ」自身が入力
される。倍速化回路１４ｂは、倍速化処理を行って階調値「Ｘ」をスイッチ１４ｇに出力
する。
【０１０８】
　なお、スイッチ１４ｇは、倍速化回路１４ｂと倍速化回路１４ｃとのうちのいずれか一
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方の接続先との接続を確立する。
【０１０９】
　このスイッチ１４ｇには、水平カウンタ１４ａより所定の信号が入力されるようになっ
ており、この信号に従って、スイッチ１４ｇが一水平時間の半分の時間である半水平時間
間隔で接続先を切り替えるようになっている。そして、その結果、上記前半期間では、プ
リチャージ階調値がスイッチ１４ｇから出力され、タイミング制御回路１０を経てデータ
線駆動回路４に入力されることとなる。一方、後半期間では、階調値「Ｘ」自身がスイッ
チ１４ｇから出力され、タイミング制御回路１０を経てデータ線駆動回路４に入力される
こととなる。
【０１１０】
　その結果、極性信号により示される画素Ｘの極性が正極性である場合、前半期間ではプ
リチャージ階調値「Ｘ＋ΔＸ」又は「Ｘ－ΔＸ」に対応する正極性の階調電圧が補正映像
信号としてデータ線駆動回路４から出力され、後半期間では階調値「Ｘ」に対応する正極
性の階調電圧が映像信号としてデータ線駆動回路４から出力されることとなる。また、極
性信号により示される画素Ｘの極性が負極性である場合、前半期間ではプリチャージ階調
値「Ｘ＋ΔＸ」又は「Ｘ－ΔＸ」に対応する負極性の階調電圧が補正映像信号としてデー
タ線駆動回路４から出力され、後半期間では階調値「Ｘ」に対応する負極性の階調電圧が
映像信号としてデータ線駆動回路４から出力されることとなる。
【０１１１】
　なお、チャージされる電荷量の不足を補うための方法として、データ線駆動回路４を２
つ設け、走査信号の出力一回につき、上下２つの走査ラインＧＬに走査信号を出力する方
法が考えられる。しかしながら、データラインＤＬの数が増えるので、開口率が低下し、
表示輝度が低下する。また、データ線駆動回路４の数が増加するため製造コストが上がる
。
【０１１２】
　この点、変形例１では、上記の方法よりも、製造コストを抑制しつつ、且つ表示輝度の
低下を抑制しつつ、画素にチャージされる電荷量の不足を解消することができる。
【０１１３】
　なお、液晶表示装置２は、プリチャージを行う液晶表示装置を開発する過程で生まれた
ものである。以下、図１６乃至図１７Ｃを参照しながら、開発経緯を説明する。
【０１１４】
　まず、消費電力の削減を考えた。一般的に、データ線駆動回路４の駆動方法としては、
映像信号の極性をフレーム時間間隔で反転させる駆動方法と、映像信号の極性を一水平時
間間隔で反転させる駆動方法と、があるが、前者の駆動方法の方が後者の駆動方法より電
力消費が少ない。前者の駆動方法の方が後者の駆動方法よりデータ線駆動回路４の極性反
転周期が長いためである。そこで、前者の駆動方法を採用した。
【０１１５】
　次に、画素配列の方式を考えた。一般的に、画素配列の方式としては、ストライプ配列
と、図１６に示すようないわゆる千鳥格子配列とがある。なお、ストライプ配列を採用す
ると、列毎反転駆動となり、千鳥格子配列を採用すると、ドット反転駆動となる。
【０１１６】
　上述のようにプリチャージ量ΔＸは、画素の階調値と当該画素の一つ上の画素の階調値
との差に応じて決定される。そのため、高精度にプリチャージ量ΔＸを決定するには、上
下の画素それぞれの色プレーンが同じであることが望ましい。上下の画素それぞれの階調
値の相関性が高いからである。そこで、上下の画素それぞれの色プレーンが異なる千鳥格
子配列ではなく、上下の画素それぞれの色プレーンが同じであるストライプ配列を採用し
た。
【０１１７】
　ストライプ配列を採用して実験したところ、下記のような現象が発生した。発明者らは
、この現象を「縦スジ流れ」と呼んでいる。以下、縦スジ流れについて、図１７Ａ乃至図
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１７Ｃを参照しながら説明する。
【０１１８】
　図１７Ａは、列毎反転駆動において実現され得る、水平方向の画素列に含まれる画素そ
れぞれの電圧極性の分布を示す図である。同図に示すように、列毎反転駆動では、左上の
分布と、右上の分布と、が交互に実現される。なお、簡単のため、各画素の画素値が同じ
である場合を想定している。
【０１１９】
　以下、「＋」が記された画素を正極画素と呼び、「－」が記された画素を負極画素と呼
び、説明を続ける。
【０１２０】
　フィールドスルー現象により、画素電極の正極性の電圧と、画素電極の負極性の電圧と
、の共通電圧Ｖｃに対する対称性が崩れると各画素には直流電荷がチャージされる。図１
７Ａでは、フィールドスルー現象により、正極画素の表示輝度Ｂ２より負極画素の表示輝
度Ｂ１が高くなってしまう例を示した。図１７Ａの左上の分布では、表示輝度の分布が左
下に示すようになり、右上の分布では、表示輝度の分布が右下に示すようになる。なお、
ΔＢは、Ｂ１とＢ２との差を示している。
【０１２１】
　仮に利用者の視線が固定されている場合、図１７Ｂに示すように、各画素の表示輝度が
Ｂ１とＢ２とのうちで交互に変化するため、利用者によって知覚される輝度は各画素で同
じになる。そのため、見かけ上、問題はない。
【０１２２】
　しかしながら、利用者の視線が移動する場合（例えば、動画が表示される場合）、視線
の移動速度によっては、図１７Ｃに示すように、表示輝度の差が知覚されてしまう。その
ため、比較的暗い縦線と比較的明るい縦線とからなる縦スジが視線の移動方向に移動して
いるように見える現象、すなわち、縦スジ流れが発生することがわかった。
【０１２３】
　そこで、発明者らは、階調値が中間階調値である画素の映像信号を、以上で説明したよ
うにして補正する対処を行った。しかしながら、この対処を行っても画素に若干量の直流
電荷がチャージされてしまい、縦スジ流れを目立たなくするには不十分であることがわか
った。これを受け、画素にチャージされる直流電荷量をさらに抑制するべく、階調値が最
小階調値である画素の映像信号及び階調値が最大階調値である画素の映像信号も補正する
必要に迫られた結果、この液晶表示装置２が発明された次第である。
【０１２４】
［変形例２］
　なお、上記実施形態では、画素Ｘの階調値が最小階調値「０」に近い階調値（例えば、
「１」）であっても、画素Ｘの階調値が中間階調値に相当するため、電圧補正量（すなわ
ち、ΔＶ－Δｖ）が、画素Ｘが最小階調値「０」である場合の電圧補正量ΔＶｘ（≒２×
（ΔＶ－Δｖ））とは大きく異なる電圧補正量となる。これは、画素Ｘの階調値が最大階
調値「Ｄｍａｘ」に近い階調値（例えば、「Ｄｍａｘ－１」）である場合も同様であり、
上記実施形態では、最小階調値「０」の近傍及び最大階調値「Ｄｍａｘ」の近傍において
、電圧補正量が急激に変化する。このことによっても、残像が発生する可能性がある。
【０１２５】
　そこで、最小階調値「０」の近傍及び最大階調値「Ｄｍａｘ」の近傍における電圧補正
量の変化を滑らかにするために、データ線駆動回路４が、画素Ｘの階調値「Ｄ」が「１」
以上「ｕ」以下の第１階調値範囲に属する中間階調値（以下、第１中間階調値）である場
合において正極性の映像信号を出力する場合、図１８Ａに示すように電圧補正量を階調値
「Ｄ」に応じて変化させるようにしてよい。
【０１２６】
　また、データ線駆動回路４が、画素Ｘの階調値「Ｄ」が「ｖ（ｖ＞ｕ）」以上「Ｄｍａ
ｘ－１」以下の第２階調値範囲に属する中間階調値（以下、第２中間階調値）である場合
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において負極性の映像信号を出力する場合、図１８Ｂに示すように、電圧補正量を電圧補
正量を階調値「Ｄ」に応じて変化させるようにしてよい。以下、この態様（変形例２）に
ついて説明する。
【０１２７】
　まず、画素Ｘの階調値「Ｄ」が第１中間階調値でも第２中間階調値でもない中間階調値
である場合（以下、ケース４）における、補正回路１２ａ、加算回路１２ｂ、及び減算回
路１２ｃの動作について説明する。ケース４では、補正回路１２ａ、加算回路１２ｂ、及
び減算回路１２ｃは、ケース１の場合と同様に動作する。
【０１２８】
　次に、画素Ｘの階調値「Ｄ」が第１中間階調値である場合（以下、ケース５）における
、補正回路１２ａ、加算回路１２ｂ、及び減算回路１２ｃの動作について説明する。
【０１２９】
　ケース５では、補正回路１２ａ及び減算回路１２ｃは、ケース１の場合と同様にして、
負極用の中間階調用ルックアップテーブルのうちの２つの階調補正量候補に基づいて、階
調値「Ｄ」を補正し、補正階調値「Ｄ－Δｄ」を生成する。
【０１３０】
　但し、ケース５では、補正回路１２ａ及び加算回路１２ｂは、正極用の中間階調用ルッ
クアップテーブルだけでなく、参照ルックアップテーブルＰＸも使用して、階調値「Ｄ」
を補正し、補正階調値「Ｄ＋Δｄ」を生成する。
【０１３１】
　すなわち、正極補正回路が、正極用の中間階調用ルックアップテーブルのうちの２つの
階調補正量候補に基づいて第１階調補正量候補を決定する。例えば、画素Ｘの水平位置が
「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれかである場合、
画素Ｘの水平位置に対応する階調補正量候補を第１階調補正量候補として決定する。また
、例えば、画素Ｘの水平位置が「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４
８０」のいずれでもない場合、画素Ｘの水平位置と、画素Ｘより右側の代表水平位置のう
ちで画素Ｘに最も近い代表水平位置と、画素Ｘより左側の代表水平位置のうちで画素Ｘに
最も近い代表水平位置と、これら２つの代表水平位置に対応付けられた階調補正量候補と
、に基づいて補間演算を行うことによって第１階調補正量候補を決定する。
【０１３２】
　また、正極補正回路が、参照ルックアップテーブルＰＸのうちの２つの階調補正量候補
に基づいて第２階調補正量候補を決定する。例えば、画素Ｘの水平位置が「０」、「１２
０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれかである場合、画素Ｘの水平位
置に対応する階調補正量候補を第２階調補正量候補として決定する。また、例えば、画素
Ｘの水平位置が「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれ
でもない場合、画素Ｘの水平位置と、画素Ｘより右側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最
も近い代表水平位置と、画素Ｘより左側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最も近い代表水
平位置と、これら２つの代表水平位置に対応付けられた階調補正量候補と、に基づいて補
間演算を行うことによって第２階調補正量候補を決定する。
【０１３３】
　そして、正極補正回路が、中間階調値「ｕ＋１」と、最小階調値「０」と、中間階調値
「ｕ＋１」に対応する上記第１階調補正量候補と、最小階調値「０」に対応する上記第２
階調補正量候補と、第１中間階調値である画素Ｘの階調値「Ｄ」と、に基づいて補間演算
を行うことによって階調補正量「Δｄ」を決定する。
【０１３４】
　そして、加算回路１２ｂが、階調値「Ｄ」に階調補正量「Δｄ」を加算することにより
、補正階調値「Ｄ＋Δｄ」を生成することになる。
【０１３５】
　次に、画素Ｘの階調値「Ｄ」が第２中間階調値である場合（以下、ケース６）における
、補正回路１２ａ、加算回路１２ｂ、及び減算回路１２ｃの動作について説明する。
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【０１３６】
　ケース６では、補正回路１２ａ及び加算回路１２ｂは、ケース２の場合と同様にして、
階調値「Ｄ」を補正し、補正階調値「Ｄ＋Δｄ」を生成する。
【０１３７】
　但し、ケース６では、補正回路１２ａ及び減算回路１２ｃは、負極用の中間階調用ルッ
クアップテーブルだけでなく、参照ルックアップテーブルＮＸも使用して階調値「Ｄ」を
補正し、補正階調値「Ｄ－Δｄ」を生成する。
【０１３８】
　すなわち、負極補正回路が、負極用の中間階調用ルックアップテーブルのうちの２つの
階調補正量候補に基づいて第３階調補正量候補を決定する。例えば、画素Ｘの水平位置が
「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれかである場合、
画素Ｘの水平位置に対応する階調補正量候補を第３階調補正量候補として決定する。また
、例えば、画素Ｘの水平位置が「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４
８０」のいずれでもない場合、画素Ｘの水平位置と、画素Ｘより右側の代表水平位置のう
ちで画素Ｘに最も近い代表水平位置と、画素Ｘより左側の代表水平位置のうちで画素Ｘに
最も近い代表水平位置と、これら２つの代表水平位置に対応付けられた階調補正量候補と
、に基づいて補間演算を行うことによって第３階調補正量候補を決定する。
【０１３９】
　また、負極補正回路が、参照ルックアップテーブルＮＸのうちの２つの階調補正量候補
に基づいて第４階調補正量候補を決定する。例えば、画素Ｘの水平位置が「０」、「１２
０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれかである場合、画素Ｘの水平位
置に対応する階調補正量候補を第４階調補正量候補として決定する。また、例えば、画素
Ｘの水平位置が「０」、「１２０」、「２４０」、「３６０」、及び「４８０」のいずれ
でもない場合、画素Ｘの水平位置と、画素Ｘより右側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最
も近い代表水平位置と、画素Ｘより左側の代表水平位置のうちで画素Ｘに最も近い代表水
平位置と、これら２つの代表水平位置に対応付けられた階調補正量候補と、に基づいて補
間演算を行うことによって第４階調補正量候補を決定する。
【０１４０】
　そして、負極補正回路が、中間階調値「ｖ－１」と、最大階調値「Ｄｍａｘ」と、中間
階調値「ｖ－１」に対応する上記第３階調補正量候補と、最大階調値「Ｄｍａｘ」に対応
する上記第４階調補正量候補と、第１中間階調値である画素Ｘの階調値「Ｄ」と、に基づ
いて補間演算を行うことによって階調補正量「Δｄ」を決定する。
【０１４１】
　そして、減算回路１２ｃが、階調値「Ｄ」から階調補正量「Δｄ」を加算することによ
り、補正階調値「Ｄ－Δｄ」を生成することになる。
【符号の説明】
【０１４２】
　２　液晶表示装置、４　データ線駆動回路、６，６ａ，６ｂ　走査線駆動回路、８　縦
スジ補正回路、９　液晶パネル、１０　タイミング制御回路、１１　プリチャージ回路、
１２ａ　補正回路、１２ｂ，１４ｄ　加算回路、１２ｃ　減算回路、１２ｄ，１４ｇ　ス
イッチ、１２ｅ　タイマー、１２ｆ　極性カウンタ、１４ａ　水平カウンタ、１４ｂ，１
４ｃ　倍速化回路、１４ｅ　ラインメモリ、１４ｆ　補正量算出回路、Ｃｇｓ　寄生容量
、ＣＬ　共通ライン、Ｃｌｃ　画素容量、Ｃｓｔ　補助容量、ＤＬ，ＤＬＸ　データライ
ン、ＧＬ，ＧＬＸ　走査ライン、ＴＲ　ＴＦＴトランジスタ、Ｐ，Ｎ　ルックアップテー
ブル。
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